

















介護等体験は、通常、大学 3 年次の 8 月頃から始まり翌年の 1 月頃までの期間、社会福祉施設 5 日間、

























② ｢個人の尊厳｣ や ｢人権｣ について考え、理解を深める。






育研究紀要第 1 号』，78-82 頁）でも報告したような徹底した事前学習を行うことに努めている。しかし、
介護等体験を実施するにあたって、各大学に求められている事項については、｢教職免特例法第 3 条｣
で ｢その学生又は生徒が介護等の体験を円滑に行うことができるよう適切な配慮をするものとする｣ と

































次に、｢報告会を 2 年次の教員志望の学生に聴講させることで早くから自己啓発を行うと同時に、 2
年次生はこの次点から介護等体験事前学習を開始することとなる｣ について説明する。
介護等体験報告会の会場では、2 年次生を前列、3 年次生を後列に配置して着席させている。それは、





















































































大学教育研究紀要』第 1 号，78-82 頁
3 ） ｢小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律｣ は略称
として「介護等体験特例法」と呼ばれる場合もある。法令の内容については同じである。※文部
科学省初等中等教育局特別支援教育課に於いて確認。
4） 介護等体験を行う施設については ｢施行規則第 2 条｣、 7 日間という期間については ｢施行規則第
1 条｣ に規定されている。また、社会福祉施設 5 日間、特別支援学校 2 日間の理由については、
1997 年（平成 9 年）11 月 26 日の文部事務次官通達 ｢小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与
に係る教育職員免許法の特例等に関する法律等の施行について｣（文教教第 230 号）（以下、｢特例
法通達｣ と言う）三．留意事項（一）介護等の体験の内容等について③で定める ｢介護等体験の期
間については、 7 日間を超えて介護等の体験を行っても差し支えないこと。また、 7 日間の内訳
については、社会福祉施設等 5 日間、特殊教育諸学校 2 日間とすることが望ましいこと｣ に基づ
いている。
5） 毎年度の報告会毎に作成される『介護等体験報告会』資料参照。昨年度の『平成 27 年度介護等体
験報告会』は、平成 28 年 2 月 19 日、9:00 ～ 12:10、東海学園大学三好キャンパス 332 教室にて行
なわれた。
6） 『平成 27 年度介護等体験大学説明会』（平成 28 年 1 月 26 日・愛知県自治センター）における配
付資料参照
7） 前掲 2）
8） ｢ 4 ．免許・資格等、教職課程｣『2016 履修の手引き（スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科）』
東海学園大学









3 ． 『平成 28 年度公立小・中学校における教育実習生受入れに関する打合せ会』（平成 28 年 1 月 14 日・
名古屋ガーデンパレス）資料
4． 『平成 27 年度介護等体験大学説明会』（平成 28 年 1 月 26 日・愛知県自治センター）資料
5． 『2016 履修の手引き』（スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科）東海学園大学
